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1. はじめに 
平成 13 年，文化芸術全般にわたる法律として「文化芸

術振興基本法」が制定された．この法律は，文化芸術に関

する活動を行う人々の自主的な活動を推進することを基本

としながら，文化芸術振興に関する施策の総合的な推進を

図り，心豊かな国民生活と活力ある社会の実現に貢献する

ことを目的としている．  
こういった上記の活動や 2020 年東京オリンピックに向

けて，地方創生の一環として日本劇団協議会や各地方の文

化財団における文化振興に関する大規模なアンケート調査

活動や実際に数理的な解析が始まっている．日本劇団協議

会では 2016 年度，文化庁「戦略的芸術文化創造推進事業」
において「芸術団体における社会包摂活動の調査研究」を

スタートし，劇団・劇場・NPO 法人等がどのように社会的
課題を解決しているか事例を研究し，芸術団体の社会包摂

活動が社会に与える影響や，芸術団体の経営基盤を強化す

る可能性を探ることを目的としている．筆者はこの取り組

みに参入している[1]．SROI＝Social Return on Investment
（社会的投資利益率＝社会的活動を行う組織体で用いられ

る成果および業績を数量化して測定する指標のひとつ）を

用いてエビデンスを明らかにすることを目的としている．	

本研究では上記のような背景を元に，現状として様々な政

治施策が行われ都市開発が行われていく中で，クールジャ

パン政策などでコンテンツ産業の過疎地域に対する導入の

取り組みなどが目立つ鳥取県における産業動向に関して時

空間的な変動を捉えるために，人口データ，電話帳データ

の活用を提案し，さらに有効な手法を検討していくことを

目的とする． 

2. 電話帳データに関して 
本研究では，人口の過疎地域である鳥取県に対してコン

テンツ産業の関連施設が増加したかどうか，店舗数が持続

しているかどうかなど観測するために時系列情報と空間情

報を持つ電話帳データを活用した．これまでの電話帳デー

タを活用した先行研究では人口や産業の集積は，都市発展

の向上といった正のフィードバック効果をもたらしている

とわかっている[3]．そういった都市発展における傾向など
も定量的に捉えられる観点から活用をした．  
	 なお，市区町村別の人口データとして，総務省統計局の

e-Stat（イースタット）のデータ（統計でみる市区町村の
すがた 2015記載の 2010 年の人口）を分析に用いた． 2012 
年 6 月，2012 年 11 月，2013 年 6月，2013 年 8 月，2013 
年 11 月，2014 年 1 月，2014 年 5 月，2014 年 8 月，2014 
年 11 月，2015 年 2 月，2015年 5 月，2015 年 8 月，2015
年 11月，2016年 2月，2016年 5月，2016年 8月，2016年
11月，2017年 2月の 18時点の全国版・業種情報付き電話
帳データを用いて分析を行った．電話帳データにはあらゆ

る店舗・施設(事業所，病院，学校，公園など) の地理空間
情報(住所や業種) が収録されているため，全国規模で店
舗・施設の詳細な時系列的変化を分析することが可能にな

る．また，電話帳データは４ヶ月毎に更新されるだけでな

く，店舗・施設１件１件についての情報が観測できるため，

時間的高頻度かつ空間的高精度な時空間ビッグデータにな

る．さらに，電話帳には大企業から法人各を持たない個人

事業主まで幅広く収録されているため，圧倒的に網羅性の

高いデータになる． 
各店舗・施設は，業種に応じて 25 の大分類，332 の小分

類に分類されている．１つの店舗・施設のほとんどは 1 つ
の業種に属しているが，一部の店舗・施設（大分類で 28%，
小分類で 37% の店舗・施設）は複数の業種に属している．
属する業種の数の平均は大分類で 1:36，小分類で 1:66 であ
る．医療関係施設の空間分布は図 2 のようになり，人口の
多い大都市ほど施設数が多くなる傾向が確認できる．各店

舗・施設は，業種に応じて 25 の大分類，332 の小分類に分
類されている．１つの店舗・施設のほとんどは 1 つの業種
に属しているが，一部の店舗・施設（大分類で 28%，小分
類で 37% の店舗・施設）は複数の業種に属している[3]．
一般に，都市の人口はベキ分布に従うこと(ジップの法則) 
が知られている[2]．また，店舗・施設数もベキに近い分布
に従っている. 

3. 鳥取市と文化立国としての取り組み 
分析対象となった鳥取市は，鳥取県の北東部に位置する

人口約 20 万人の県都で，高度経済成長期から増加が続い
た本市人口は，2005 年をピークに 20 万人を越えたが，推
計によるとその後は減少を続け，2040 年には約 15 万人と
なり高度成長期前の人口と同程度になる予測となっている．

さらに高齢者人口割合は，1970年から 40年間で 14％増加
し，今後，2040年までの 30年間も更に 14％増加予測であ
り，高齢化の加速が予測されている．上記のように，すで

に日本で最も人口過疎地域でありながら日本の政策の一つ

であるクールジャパンなどで積極的に取り上げられている

コンテンツを導入した町おこしを展開している．特に 2014
年には鳥取空港を日本の漫画コンテンツである「名探偵コ

ナン」を冠した鳥取砂丘コナン空港とした．また，鳥取市

の隣の境港市は漫画家・水木しげる氏のふるさとであり，

すっかり境港の顔になった「水木しげるロード」が存在す

る．漫画のキャラクターなどが多く街にあふれ，近年は訪

日外国人の増加に伴いこのような日本独自の文化に関する

コンテンツを求め多くの中国人などが来訪している． 

4. 分析結果 
	 全国における各市区町村における各店舗・施設，業種
に応じて 332 の小分類との商業施設と業種数の変動数をま
ず算出した(図 1)．そして，鳥取における 2012年以降の文
化施設に関する施設の増加などを把握するために各市区町

村の 25 の大分類(A~Y)と 332 業種の詳細な業種における，
体の平均施設数と各市区町村の考察を行った． 
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図 1 全都道府県の 2012年〜2017年における小分類ごと業
種マップ(一部) 

 
 
図 2 鳥取県内の業種(文化系)増加率(時系列) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	  
	 図 2からわかるように，鳥取県内の業種小分類 332個の
中で上記のグラフで記載した業種(文化系)が 2012 年以降
文化系の業種として増加の傾向が見られた．また，上記以

外の一般業種ではコンビニエンスストア・薬局などの業種

が増加傾向にあり，まだ下降の傾向には至っていなかった．

この結果から，本研究における過疎地域における文化政策

を活用した都市再生のための定量的指標開発の検討として，

電話帳データやオープンデータ，また観光のルートデータ，

海外旅客の移動データなどを組み合わせることによって，

過疎地域におけるクールジャパン政策による産業動向の変

化やインバウンドに関するデータマイニングに基づいた解

析など検討していくことができる． 
 

5. まとめ 
本手法をさらに応用することで，日本における文化立国

の地域ごとの活動や運用の拡大，NPO 団体のアクティビテ
ィなどが把握することができた．さらに，今後は鳥取のよ

うに，人口は過疎であっても文化振興を積極的に行う地域

のケースをリサーチし，さらにアクティビティが高い地域

においてはその他の産業がどのように影響を及ぼしあって

いるかなど，人間の活動データや携帯電話における基地局

やスマートフォンアプリから得られる GIS データなどを使
い，さらに人の動きと文化振興に関してどのような動向が

見られるかデータ分析の観点から詳細に考察をしていきた

い． 
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